
◆ｐHが高い場合：ピートモスの施用◆ｐHが低い場合：苦土石灰の施用

豪雨災害園土壌の化学性と土づくり
豪雨災害で土砂が流入・流出した園地は、肥料分が少なく、保肥力・保水力に乏しい土壌となっている可能性があるため、
園地の状態を確かめたうえで、土壌の物理性・化学性を改善することが大切です。

H30年豪雨災害園（15園地）の土壌分析結果（R元・秋） 土づくりの手順

堆肥の施用 保肥力・保水力を高め、窒素・リン酸・カリ等を供給

状況確認と改善を繰り返すことが重要！

ｐHの矯正

〇EC【電気伝導度（硝酸態窒素との相関が高い）】、腐植、無機態窒素の値が
低い傾向
→土砂の流入・流出により、畑土がない状態
⇒窒素・堆肥の供給が必要

〇ｐH、リン、カリ、カルシウム、マグネシウムは園地差が大きい
→土壌母岩に含まれる元素は、適正量以上含まれている園地あり
⇒園地に合わせたｐH矯正、微量要素の供給が必要

※色分けは、壌土の適正値に対して過剰（赤）、適正（黄）、欠乏（青）
（南予に多い壌土の基準を採用）

【留意点】
〇完熟堆肥を施用する

〇鶏ふんは窒素含有量が多いため、
肥やけに注意

〇堆肥にも肥料成分が含まれること
をふまえて、施肥計画をたてる

〇根域に重点的に施用すると、小さな
労力で生育を促すことができる

※愛媛県施肥基準の抜粋を一部改変

土壌によって必要量が違うため、資材を実際に混和して、
ｐHの変化を確認することが大切

低CEC土壌：花崗層、洪積層、和泉砂岩など
高CEC土壌：古生層、結晶片岩など

ピートモス

ピートモスには、ｐHを調整した
資材もあるため、ｐH無調整で
あることを確認して、施用する


